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PTA奉仕作業 大変お世話になりました 
９月１３日（日）、早朝より多くの皆様にご参加いただき、PTA奉

仕作業を実施することができました。おかげさまでみちがえるよ

うに美しくなり、子どもたちも気持ちよく学校生活を送ることが

できます。公私ともにお忙しい中、学校のためにお力添えいただき

ましたこと、深くお礼申

し上げます。 

 

常時アルミ缶回収中！ 
１０月２５日（日）に PTA 資源回収が計画され

ていますが、内外海小学校 PTA では年２回の資源

回収に限らず、常時アルミ缶の回収を行っていま

す。回収場所は、内外海小学校体育館の横です。 

資源回収の収益は、遠泳大会の活動費や保

険料、畑など環境整備はじめ子どもたちの学

習活動の補助に支出しており、貴重な財源と

なっています。アルミ缶の回収は、常設した

袋で年中行っていますので、お近くにお立ち

寄りの際などご協力いただけると幸いです。 

（参考）資源回収収益（円） 

 年２回の資源回収 年間の常設アルミ缶回収 合計 

R７ １４５，５２０ ５９，０４８ ２０４，５６８ 

R８ （前期のみ） ５８，６８０ （４月～現在）２７，６７６ ８６，３５６ 
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学習指導について                                            〇〇〇〇より 

小浜市は、「ふるさと学習」を推進しています。市内１１校の小中学校では、校区の特長を生かし、主に

総合的な学習の時間や生活科で、年間計画を立てて学習しています。内外海小学校も、豊かな自然と温

かな地域の皆さんの支えにより、たいへん充実したふるさと教育を行っています。体験することが目的で

はなく、学習活動を通して子どもがどのようによりよい変容をするか、これを大切にしています。これはま

さに『探究』の学びです。 

小浜市は、「探究のまち小浜」も標榜しています。充実したふるさと学習を通して、また、従前の「３Ｓ学

習」を基盤とした小浜の小中学校の学びがベースとなり、「探究のまち小浜」の学校教育があります。で

すから、目新しいことに飛びついているのではなく、お父さんお母さん方も学んでこられた小浜市の教育

を現代の教育理論に整理したものと言えます。当然、漢字や計算、作文などは、基礎となる学力として今

もとても重要な力です。本校でも、先般夏休み明け実力テストを実施しましたが、今後も大切な力として

続けていきます。たいへんよい点を取ったお子さんを大いに褒めてあげてください。 

 

              

                                      



 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

２学期の主な行事等 
 

９月２９日（火）市教育委員会による学校訪問 

        NIE授業研究会 

９月３０日（水）陸上競技場での練習（４～６年） 

１０月 ４日（日）市 PTA連合会子育て委員会主催講演会 

１０月 ７日（水）市陸上記録会 

         （予備日８日・９日） 

１０月１５日（木）マラソン大会 

１０月２８・２９日（水・木）修学旅行（６年生） 

１０月３０日（金）海の講演会（講師：大瀬志郎氏） 

１１月 ４日（水）たてわりデー 

１１月 ５日（木）卒業証書づくり（６年生） 

ジュニアキッチン（６年生） 

１１月 ７日（土）ＰＴＡ親子レクレーション 授業参観 

１１月１０日（火）音楽会校内発表会 

１１月１１日（水）元気アップチャレンジ（～１７日） 

１１月１２日（木）市小中音楽会（４・５年生） 

１１月１８日（水）市特別支援学級合同学習会 

１１月２６日（木）防災クエスト（４～６年） 

１２月 ２・３日（水・木）県学力調査（５年生） 

１２月２２日（火）保護者会 

１２月２３日（水）２学期終業式 

  

読み聞かせ…9/24（1～3年）・10/1（１～3年） 

10/15（4～6年）・10/22・11/5 

11/19（4～6年）・11/26 

12/10・12/17 

 

 

 職員より一言   「海の面白さと、挑戦することの楽しさ」   

２年担任 〇〇 〇〇 

みなさんはどのような夏休みを過ごしましたか。私はこの夏、家族と一緒に矢代で「SUP deビ

ーチクリーン」に挑戦しました。最初はゆらゆらと揺れるボードの上に立つだけで精一杯で、何度も

海に落ちそうになりながら必死にパドルを漕いでいました。けれど、少しコツをつかんで波の上に

すっと立ち上がった瞬間、目の前の世界が一変しました。沖から眺める海の広さ、足元を泳ぐ魚た

ち、肌で感じる心地よい風。砂浜から眺めているだけでは気づかなかった「海の本当の面白さ」に

出会えた時、胸の中がワクワクでいっぱいになりました。そして同時に、「この感動を学校のみんな

にも伝えたい！」という思いがこみ上げてきました。自分で体験して感動したことや本当の面白さを

知ると、人は自然と「誰かに伝えたい」と思うものなのだと、身をもって実感しました。教科書で知識

を得ることも大切ですが、「面白い！」「もっと知りたい！」という本物の体験から湧き出る感動こそ

が、自分の言葉で相手に「伝えたい」という学びの原動力になります。私自身が、その感動と伝え

る意欲を再確認した夏となりました。これからも自分自身がワクワクしながら挑戦し続ける姿を忘れ

ず、子どもたちの「やってみたい」という探究心に火をつけていきたいです。 

 

今年度の小中音楽会は会場の都合

上、保護者の参観はありません。ぜ

ひ、校内発表会（本校体育館）の機

会に４、５年生の練習の成果をご

覧いただければと思います。後日

チャンネル O での放送も予定（放

送日時未定）されています。 

今大会は、従来の表彰に加え、自

分のタイムと向き合えるような賞

を新設しました。順位だけでなく、

練習を通じて自分の成長を実感で

きるようにします。 

講師の大瀬さんは、パドル一つで

大海原に挑み続け、若狭の海から

世界の海へ渡ってこられました。

体験から得た「自然との共生」

「困難に立ち向かう力」につい

て、動画や写真とともに語ってく

ださいます。保護者の方の参観も

大歓迎です。 

 

PTA 子育て委員会が新聞を使った

親子レクレーションを企画中で

す。学用品リサイクルも受付中。 


